
平成 29 年度会津若松市社会福祉協議会事業報告 

１．団体の経営 
 

項目 結果 

 

⑴ 会議の開催 

 

 

 

① 経営会議 

ア 理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各会議を開催し、新定款に基づき役員改選を行い、組織

経営の確立と財政の健全化を進めるため、業務執行に関す

る重要案件を審議・決定した。 

 

 

① 平成 29 年 5 月 29 日 

平成 28 年度事業報告、平成 28 年度一般会計・特別会

計決算、平成 28 年度末支払資金残高の処分、平成 29 年

度一般会計・特別会計補正予算、評議員会の招集、評議

員選任候補者の推薦、福祉バス事業に係る車輌リース契

約、河東通所介護事業に係る車輌リース契約、通所介護

事業に係る給食業務委託契約、会津若松市湊しらとり保

育園事業に係る給食業務委託契約、北会津保健センター

管理運営事業に係る日常清掃及び管理業務委託契約 

 

② 平成 29 年 6 月 12 日 

会長の選任、副会長の選任、常務理事の選任、委員会

委員の選任、顧問の推戴、経理規程の一部改正 

 

③ 平成 29 年 8 月 28 日 

平成 29 年度一般会計補正予算、支所設置規程の廃止、

職員給与規程の一部改正、事務局規程の一部改正、公印

規程の一部改正、文書取扱規程の一部改正、事務決裁規

程の一部改正、評議員会の招集、第 32 回会津若松市社

会福祉大会表彰及び感謝 

 

④ 平成 29 年 12 月 11 日 

平成 29 年度一般会計補正予算、評議員会の招集、平

成 29 年度事業中間報告 

 

 

 

 



 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

イ 評議員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 監事会 

（事業、会 

計監査） 

 

 

 

 

 

 

エ 総務委員 

 会 

オ 事業推進 

委員会 

 

⑤ 平成 30 年 3 月 12 日 

平成 29 年度一般会計補正予算、平成 30 年度事業計画、

平成 30 年度一般会計・共済事業特別会計予算、評議員

会の招集、平成 30 年度一般会計補正予算 

 

 

① 平成 29 年 6 月 12 日 

平成 28 年度事業報告、平成 28 年度一般会計・特別会

計決算、平成 28 年度末支払資金残高の処分、平成 29 年

度一般会計・特別会計補正予算、理事の選任、監事の選

任 

 

② 平成 29 年 9 月 12 日 

平成 29 年度一般会計補正予算 

 

③ 平成 29 年 12 月 25 日 

平成 29 年度一般会計補正予算 

 

④ 平成 30 年 3 月 26 日 

平成 29 年度一般会計補正予算、平成 30 年度事業計画、

平成 30 年度一般会計・共済事業特別会計予算、平成 30

年度一般会計補正予算 

 

① 平成 29 年 5 月 16 日 

平成 28 年度事業報告、平成 28 年度一般会計・特別会

計決算状況 

 

② 平成 29 年 11 月 15 日 

 平成 29 年度事業中間報告、平成 29 年度一般会計・特

別会計中間執行状況、運営施設視察 

 

 

平成 29 年 8 月 28 日（合同委員会） 

 組織機構の見直し、空き家等を活用した「ささえあい拠

点認定制度」、会津若松市ボランティア学園事業の検討 

 



 

 

項目 結果 

 

カ 評議員選 

任・解任委 

員会 

 

② 事業運営委 

員会 

ア 老人福祉 

センター運 

営委員会 

 

 

 

 

イ ボランテ 

ィア基金運 

営委員会 

 

ウ 苦情解決 

委員会 

 

 

 

 

エ 会津若松 

市社会福祉 

大会実行委 

員会 

 

オ 会津若松 

市社会福祉 

大会表彰審 

議委員会 

 

 

 

平成 29 年 5 月 29 日 

評議員の選任 

 

 

 

 

① 平成 29 年 7 月 25 日 

平成 28 年度利用状況報告、平成 29 年度予算 

 

② 平成 30 年 2 月 9 日 

平成 29 年度利用状況報告、平成 30 年度事業及び取り

組みについて 

 

平成 30 年 2 月 20 日 

ボランティア学園の内容、経費、予算について、ボラン

ティア基金の取崩し額について 

 

① 平成 29 年 4 月 25 日 

平成 28 年度下半期苦情内容・結果 

 

② 平成 29 年 11 月 22 日 

平成 29 年度上半期苦情内容・結果（29 ページ参照） 

 

平成 29 年 8 月 17 日 

 第 32 回会津若松市社会福祉大会概要・開催要綱、大会

スローガン・決議文、役割分担 

 

 

平成 29 年 8 月 17 日 

 第 32 回会津若松市社会福祉大会表彰等該当者の審議 

 

 

 

 

 



 

 

項目 結果 

 

カ ボランテ

ィア学園園

章選考委員

会 

 

③ 事務執行会 

 議 

ア 経営戦略 

会議 

 

イ 係長会議 

 

 

⑵ 会員の加入促 

 進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 第 2 次経営改 

善 3 ヶ年計画の 

策定 

 

⑷ 組織機構の見 

直し 

 

 

 

 

平成 30 年 2 月 23 日 

ボランティア学園の園章選考について 

応募総数 158 点 

優秀賞１点、特別賞１点、ユニーク賞５点 

 

 

 

 会長、管理職からなる会議を原則月 1 回、計 12 回開催

し、事務事業の評価と事業の調整を行った。 

 

係長職からなる会議を原則月 1 回、計 10 回開催し、事

業の企画・調整を行った。 

 

① 会費 

 目標 実績 達成率 前年度比 

一

般 
7,390,000 円 7,068,700 円 95.7％ 7,800 円減 

施

設 
 200,000 円 200,000 円 100％ 同 

特

別 

200 件 

2,000,000 円 

177 件 

1,720,000 円 

88.5％ 

86.0％ 

7 件減 

90,000 円減 

 

② 寄附の受納と教育サポート基金の設置 

 73 件 32,741,954 円(前年度比 12 件減・ 

                   28,289,319 円増) 

 

地域福祉活動計画の進行と事業活動の強化を目的に、平

成 30 年度から平成 32 年度を期間とした、改善計画を策定

した。 

 

平成 29 年 10 月 1 日 

組織経営の確立とマネジメント力の強化（組織管理の統

一・福祉事業の強化・介護保険等サービス事業の拡充）を

図るため組織機構の見直しを行い、3 課 2 支所から 4 課 1

室とした。 



 

 

 

項目 結果 

 

⑸ 役員研修の実 

 施 

 

 

社会福祉トップセミナーに参加し、社協経営への理解を

図った。 

期  日 平成 30 年 3 月 1 日 

会  場 ビッグパレットふくしま 

講  演 「福祉でまちづくり～生活困窮者の力を地域 

     づくりに～」 

講  師 藤里町社会福祉協議会長 菊池 まゆみ氏 

参 加 者 12 名 

 

２．総合生活支援事業（生活サポート事業）  

項目 結果 

 

⑴ ふれあい福祉 

センター総合生 

活相談所の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 日常生活自立 

支援事業（あん 

しんサポート事 

業） 

 

 

各種相談を受け付け、様々な生活課題の解決に向けて本

会事業や他専門機関へ繋ぐ等支援した。 
 

ふれあい相談 

種類 開催日数 件数 前年度比 内容 

一般 随時 490 件 98 件減 生活全般 

法律 12 日 48 件 21 件減 相続等 

介護 随時 2 件 11 件減  

障がい者（児） 随時 1 件 14 件減  

傾聴 141 日 445 件 11 件減 電話、対面 

権利擁護、成年

後見 
12 日 5 件 4 件減 

 

子育て 随時 119 件 29 件増 教育費等 
 
 

判断力が低下した認知症高齢者などの権利を擁護し、地

域で安心した生活が送れることを目的に、福祉サービスの

利用や、金銭管理などを支援した。また、利用を希望する

方との新規契約を進めるとともに、会議等を開催し、支援

員の連携とスキル向上に努めた。 

 

 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 生活困窮者等 

への貸付事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 職員の配置 

  担当職員（専門員）2 名 生活支援員 11 名（非常勤） 

 

② 契約者数 48 名（うち新規 12 名、前年度比同） 

 

③ 相談援助件数 延 5,590 件（延 1,193 時間） 

 

④ その他 

ア 成年後見制度法人後見支援事業に関する会議・研修

会・視察研修への参加 

参加者 市障がい者支援課、市高齢福祉課、あいづ 

安心ネット 

参加回数 ９回 

視察研修先 山形市・米沢市社協 

イ 「平成 29 年度市民後見人養成講座」の開催 

NPO ふくしま成年後見センター、市との共催事業 

期 間 9 月 5 日～10 月 3 日まで週 1 回の全 5 回 

修了者 27 名 

 

本会相談事業や関係機関と連動・連携し、課題を抱える

世帯の自立更生を支援するため、資金の貸付等を行った。 
 

① 社会福祉資金の貸付（本会独自） 

貸付件数 1 件 前年度比 1 件増 

貸付金額 20,000 円 前年度比 20,000 円増 

償還件数 21 件 前年度比 23 件減 

償還金額 180,000 円 前年度比 189,000 円減 

 

② 生活福祉資金の貸付（福島県社協委託） 

貸付件数 41 件 前年度比 13 件減 

貸付金額 10,702,000 円 前年度比 2,956,000 円増 

 

③ 高額療養費の貸付（会津若松市委託） 

貸付件数 108 件 前年度比 43 件減 

貸付金額 25,780,180 円 前年度比 4,883,423 円減 
 



 

 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 福祉人材セン 

ター協力事業 

 

 

 

 

 

⑸ 生活サポート 

センター事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 行旅人に対する乗車券・食事代の交付 

交付件数 4 件 前年度比 3 件減 

交付金額 91,000 円 前年度比 6,500 円減 

 

⑤ 災害世帯への支援（火災世帯への見舞金） 

交付件数 5 件 前年度比同 

交付金額 40,000 円 前年度比 5,000 円減 

 

福祉人材確保対策の充実強化を図るため、求人求職情報

の提供など、地域の実情に応じた人材確保対策の推進を図

った。 

 福祉の仕事相談会の開催 

回数 12 回 前年度比同 

相談件数 26 件 前年度比 2 件減 

 

生活困窮者支援として、関係機関と連携して協働実践に

取り組んだ。 

 

① フードバンク事業（生協や市民団体との連携による緊

急食料の提供） 

受入件数 35 件 前年度比 19 件増 

（生協 9 件、市民団体等 26 件） 

提供件数 129 件 前年度比同 

 

② こども食堂事業への協力、連携 

こども食堂を運営する NPO 等団体へ、ボランティアの

斡旋、食料品等の提供など協力した。 

 

③ 関係機関連携会議 

生活困窮者支援のための市、民協、包括、NPO 団体、

ハローワークとの連携会議に出席した。 

会議出席回数 12 回 前年度比同 
 

 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 小地域ネット 

ワーク組織化事 

業 

 

 

④ 出前・年末特別相談会（市や NPO 団体と協働で開催） 

開催日数 5 日 

出前相談３地区（湊、城北、

門田） 

年末相談２日間 

（平成 29 年 12 月 23・30 日） 

相談件数 5 件 ― 

 

⑤ ＮＰＯと社協の連携研修会の開催 

  期 日 平成 29 年 8 月 10 日 

講 師 ローカリズム・ラボ代表 井岡仁志 氏 

      （前滋賀県高島市社協事務局長） 

  参加者 18 名 

 

地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため、

地区社協の組織化に取り組んだ。また、各種地域会議に参

加し、関係機関と連携を図った。 

① 会議の開催・参加 

民協理事会・研修会 14 回 前年度比 1 回増 

地区民協会議 22 回 前年度比 8 回減 

民生委員制度創設

100 周年記念実行委

員会 

18 回 

実行委員会に参画し写

真展、街頭キャンペーン

1 日民生委員等の記念事

業を行った。 

包括ケア会議 59 回 前年度比 2 回増 

包括ミニケア会議 44 回 前年度比 6 回減 

湊地区地域活性化 

協議会 
24 回 

定例会、役員会及びイベ

ント等に出席。 

前年度比 1 回増 

小地域ネットワー

ク関係機関会議の

開催（北会津、河東

地区） 

7 回 

地区社協の組織化に向

け、関係機関による会議

を開催した。12 月 7 日

に那須塩原市・西三島地

区へ視察研修を行った。 

前年度比６回増 
 



 

 

 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ 認知症の人と 

家族の居場所づ 

くりの支援 

 

② 「あんしんバトン」配布モデル事業 

 北会津地区における見守り、支え合い、安否の確認と

緊急時の対応を目的に、持病やかかりつけ病院、緊急連

絡先などの情報が記載された「あんしんバトン」を配備

し、情報をいち早く救急隊に知らせる仕組みを、地区民

生児童委員協議会と共に進めた。 

 

 認知症カフェをはじめ、見守り活動や認知症への理解促

進への取り組みとボランティアの支援を行うとともに、市

内 5 ヶ所の認知症カフェ関係者、認知症推進員等による認

知症カフェ連絡協議会の立ち上げ準備を行った。 

認知症カフェ支援 

開 催 回 数   9 回（前年度比 1 回減） 

延利用者数 222 名（前年度比 144 名減） 

 

３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業）  

項目 結果 

 

⑴ 地域福祉活動 

推進事業 

 

 

 

 

① 地域福祉活動計画の周知、啓発、進行管理 

各種会議及び市との合同セミナーにて周知、啓発を行

った。 

 

② ふれあい・いきいきサロン活動支援事業 

地域の高齢者とボランティアが共同で企画・運営する 

仲間づくりの活動に対し、助成金の交付と職員の派遣、 

サロン団体交流会を開催して活動の推進を図った。 

 

 

 

 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催箇所 88 箇所 前年度比 12 箇所増 

助成金額 2,072,800 円 前年度比 316,200 円増 

支援回数 35 回 前年度比 5 回減 

交流会 1 回 平成 29年 11月 21日開催 

34 名参加 

介護予防 

体操養成 

講座 

3 回 

延 50 名参加 

 

平成 29 年 6 月 29 日、8

月 23 日、10 月 10 日 

 
③ 空き家等を活用したささえあい拠点認定制度 

地域のサロン会が、空き家等を活動・交流の場として

利活用している場合に、「ささえあい拠点」として認定

し、改修助成金の交付や固定資産税の減免を申請できる

モデル事業を実施した。 

相談件数 4 件 

認定件数 1 団体 

改修助成金の交付 1 件 
 

④ 一人暮らし高齢者会食会事業 

一人暮らし高齢者の交流の場を組織した地区に助成

金を交付し、地域内での助け合いや見守り体制の支援を

行った。北会津地区では、共同募金配分金を活用し、高

齢者の相互交流、生きがいの場を提供した。 

 ア 地区民生児童委員協議会単位の実施 

 ７地区【行仁、城北、日新、城西、一箕、神指、 

門田】前年度比同 

イ 一人暮らし高齢者「ふれあいひろば」活動支援 

開催回数 11 回 前年度比 1 回減 

延参加者数 129 名 前年度比 9 名増 

 

⑤ 一人暮らし高齢者「すみれ会」活動支援 

河東地区に住む 65 歳以上の単身世帯を対象に、健康 

 で明るく心豊かな生きがいを見つけ、住み慣れた地域で 

生活しやすい環境や地域での仲間づくりを進め、民生児 

童委員との連携や本会サービスの利用などに繋げた。 

 



 

項目 結果 

  

開催日数 5 日 前年度比同 

延参加者数 94 名 前年度比 10 名減 
 
⑥ ほっとサロン会「わかば」の開催 

園芸ふれあいセンターを拠点に、65 歳未満の方を中 

心とした心と身体の健康づくりを支援し、生きがいと楽 

しい仲間づくりを図った。 

開催日数 11 日 前年度比同 

延参加者数 67 名 前年度比 10 名減 

 

⑦ 介護サポートサービス事業 

在宅の高齢者等に対し、自立生活の助長と社会的孤立

感の解消により心身機能の維持向上を図るとともに、在

宅生活が快適に送ることが出来るよう支援した。 

開催日数  38 日 前年度比 128 日減 

延利用者数 40 名 前年度比 307 名減 

 

⑧ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業 

民生児童委員と協力し、要支援者の実態把握と緊急時

における対応を支援した。 

緊急連絡カード新規 169 件作成 
 
⑨ 福祉実習生の受け入れ 

社会福祉士等実習 2 名 前年度比 8 名減 

職場体験実習 10 名 ― 

保育士実習  1 名 前年度比 2 名減 

介護支援専門員 3 名 ― 

介護福祉士 5 名 ― 
 
⑩ 各種委員会等への出席 

行政、関係機関及び地域で開催される会議へ出席し、

連携を図った。 

ア 福島県社会福祉協議会 

イ 福島県共同募金会 

ウ 福島県会津地域保健医療福祉協議会 

エ 会津地域自殺対策推進協議会 

オ 会津若松市定住・二地域居住推進協議会 

 



 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 会津若松市高齢者・障がい者虐待防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 

キ 会津若松市青少年問題協議会 

ク 会津若松市空家等対策協議会 

ケ 会津若松市総合計画審議会 

コ 会津若松市いじめ問題対策連絡協議会 

サ 会津若松市介護保険運営協議会 

シ 会津若松市国民健康保険運営協議会 

ス 会津若松市民生委員推薦会 

セ 会津若松市中心市街地活性化協議会 

ソ 会津若松市障がい者差別解消支援地域協議会 

タ 会津若松市地域自立支援協議会 

  ・地域生活部会  ・権利啓発部会 

・活動支援部会  ・療育部会 

チ 会津図書館運営協議会 

ツ 会津まつり実行委員会 

テ 余暇活動支援事業運営会議 

ト 会津若松市障がい者計画・第 5 期障がい福祉計画策 

定調整会議 

 

⑪ 第 39 回子どもまつりへの参加 

 疑似体験とゲームを通じ、子どもたちが楽しみながら

高齢者の身体状況等を体験するとともに、本会活動の周

知を行った。 

 期 日 平成 29 年 5 月 3 日 

  会 場 会津若松市文化センター前 

内 容 「疑似たいけんで、豆リンピック」 

 参加者 251 名 

 

⑫「地域から始まる福祉の時間」フェスの開催 

  誰もが安心して住み続けられる元気あふれる地域づ

くりのため、体力測定や施設見学、いきいき百歳体操な

ど施設を開放して交流を実施した。 

  期 日 平成 29 年 11 月 12 日 

会 場 河東総合福祉センター「桜河苑」 

  参加者 214 名 

 



 

 

項目 結果 

 

⑵ 福祉団体育成 

・支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

⑶ 福祉バス運行 

事業 

 

 

 

 

 

⑷ 奉仕銀行設置 

運営事業 

 

社会貢献活動を行う 14 団体に対し、活動費の助成や運

営を支援した。 

団体名 助成金額 

会津若松市区長会 506,000 円 

会津若松市民生児童委員協議会 300,000 円 

会津若松市各方部民生児童委員協議会 2,290,800 円 

会津若松市老人クラブ連合会 100,000 円 

会津若松身体障がい者福祉会 70,000 円 

認知症の人と家族の会福島県支部会津地区会 50,000 円 

会津若松地区更生保護女性会 70,000 円 

会津若松市保育士会 100,000 円 

会津若松市保育所連合会 100,000 円 

会津若松市保育所保護者会連合会 50,000 円 

会津若松市ボランティア連絡協議会 100,000 円 

福祉ボランティアサークルひまわりの会 100,000 円 

会津若松市子どもまつり実行委員会 100,000 円 

ふれあいのまちつくり湊町推進協議会 50,000 円 

合 計 3,986,800 円 

 

福祉団体等が行う視察研修などのため、7 月より運行を

開始した。 

稼働日数 41 日 

延利用団体数 30 団体 

延利用人数 626 名 

総走行距離 6833.8km 

 

寄附物品の受入と払い出しを行った。 

受入 36 件 前年度比 9 件減 

払出 36 件 前年度比 9 件減 

 主な物品：食料品、タオルなど 



 

 

４．ボランティアセンター事業  

項目 結果 

 

⑴ ボランティア 

活動推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ボランティア養成・活動支援（人材育成） 

  ボランティア活動、市民活動の周知・啓発、人材養成、

相談業務、マッチング事業に取り組んだ。 

 

ア 傾聴ボランティアぜみな～る 

桜の聖母短期大学、あいづ小さな風の会との共催事業 

内容・回数 養成講座 5 回 

時  期 平成 29 年 4 月～8 月 

内容・回数 アフターケア講座 3 回 

時  期 平成 29 年 9 月～11 月 

修了者数 36 名 

イ ジュニアボランティア 

期  日 平成 29 年 9 月 3 日 

内  容 障がい者スポーツ「ボッチャ」 

参加者数 41 名 

ウ サマーショートボランティア 

時  期 平成 29 年 7 月～8 月 

参加施設 27 施設（前年度比 2 施設減） 

参加者数 73 名（前年度比 16 名減） 

エ 出前福祉体験教室 

時  期 通年  

回  数 延 17 回 （前年度比 2 回増） 

内  容 点字、手話、白杖、車いす、高齢者

疑似体験 

場  所 一箕小、東山小、城北小、城西小、

城南小、行仁小、謹教小 

オ 相談・マッチング 

相談件数 1,066 件 （前年度比 248 件減） 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ数 297 回 （前年度比 73 回増） 

 

② 会津若松市ボランティア学園開校準備事業 

  受講申込者 113 名 

 



 

項目 結果 

 

 

 

③ ボランティア活動保険の加入 

加入者数 3,396 名（前年度比 133 名減） 
 
④ 障がい者支援センターカムカムボランティアの運営 

 ボランティア相談及び派遣窓口を担い、障がい者の地

域生活を支援した。 

ア 相談・マッチング 

相談件数 1,025回 （前年度比 145 回減） 

支援件数 1,549回 （前年度比 572 回減） 

イ 障がい者との交流事業 

一緒に走ろう  平成 29 年 7 月 9 日 

参加者 46 名（前年度比 16 名増） 

ウ メンタルフレンド養成講座（全 4 回） 

1 回目 平成 29 年 6 月 10 日 参加者 22 名 

2 回目 平成 29 年 6 月 17 日 参加者 27 名 

3 回目 平成 29 年 6 月 24 日 参加者 27 名 

4 回目 平成 29 年 7 月 1 日 参加者 26 名 

エ カムカムボランティアポイント事業 

障がいの程度にかかわらず、誰でもボランティア活

動に参加しやすい環境をつくり、障がい者の社会参加

を促すとともに、ボランティアのすそ野を広げる取り

組みとして事業を実施した。 

参加者 111 名（うち障がい者 36 名） 

ポイント交換 

商品券 32 件 107,000 円分 

弁当・パン引換券 36 件 28,000 円分 

入浴回数券 2 件 3,000 円分 

寄附 14 件 33,000 円分 

合 計 84 件 171,000 円分 

 

⑤ ボランティア活動等機材の貸出 

機器種類 14 種（車イス、白杖、アイマスク、 

高齢者疑似体験セット、テント、 

レクリエーション道具、点字板、 

スクリーン、鍋・釜、ポータブ 

 
 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルトイレ、ベッド、ブルーシ 

ート、誘導棒、発電機） 

総貸出件数 161 件（前年度比 13 件増） 
 
⑥ ボランティア連絡協議会の育成強化 

役員会（月１回）、理事会（月１回）、総会、ボラン

ティアまつり、視察研修、ボラ連・地域支援合同研修会

等への参加・協力を行った。 
 
⑦ 除雪ボランティア事業 

地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民や

ボランティアによる要援護世帯への除雪活動（市より受

託の間口除雪も含む）を支援した。 

ア 地域ぐるみ除雪ボランティア 

  組織地区数   92 地区（前年度比 5 地区増） 

  登録者数    809 名（前年度比 35 名減） 

  除雪回数    6,073 回（前年度比 1,784 回増） 

  間口回数   4,919 回（前年度比 1,881 回増） 

イ スノーバスターズ（全市対応） 

  登録者数    197 名（前年度比 3 名増） 

  除雪回数     73 回（前年度比 39 回増） 
 
⑧ 企業の社会貢献活動への支援 

ア ヤクルト愛の訪問活動 

 80 歳以上の単身世帯への週１回の安否確認事業に

対し、連絡調整等の支援を行った。 

利用者数 736 名（前年度比 10 名増） 

イ 電気点検・清掃ボランティア活動 

東北電力等による 80 歳以上単身世帯への電気点検

訪問活動に対し、地区民生児童委員協力のもと、連絡

調整等の支援を行った。 

日新地区 56 世帯（前年度比 1 世帯増） 



 

 

項目 結果 

  

⑨ 第 55 回福島県障がい者総合体育大会への協力 

 期 日 平成 29 年 5 月 21 日 

会 場 あいづ総合運動公園あいづドーム 

（フライングディスク競技） 

参加者 ボランティア 77 名 

 

⑩ 地域支援ネットワークボランティア事業との連携強

化 

  月１回の調整会議に参加。 

ボランティア学園の開校に向け、会津若松市ボランテ

ィア連絡協議会と合同研修会を開催した。 

 

⑪ 生活支援相談員配置事業 

生活支援相談員 5 名を配置し、被災者・避難者の生活

復興のため支援を行った。また、「しんきんの絆」と「台

湾共同募金」の助成金を活用し、季節の行事等を楽しみ

ながら、避難者同士や地元住民と交流しコミュニケーシ

ョンを図りながら、いきいきと過ごせるよう小法師サロ

ンを開催した。 

個別訪問活動 648 回 ― 

サロン・交流会

参加 
9 回 前年度比 12 回減 

研修会・会議等 49 回 前年度比１回増 

サロン開催 7 回 前年度比 2 回増 

訪問世帯 158 世帯 前年度比 20 世帯減 

 



 

５．子育て支援の推進  

項目 結果 

 

⑴ 湊しらとり保 

育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの健やかな育ちのために、個々の発達に応じ

た保育活動（幼児英語保育、食育、体力向上）や子育て支

援に努めた。 
 
① 保育日数 289 日（前年度比３日減） 
 
② 登録園児数 

年齢 園児数 前年度比 

0 歳児  7 名 6 名増 

1 歳児  4 名 4 名減 

2 歳児 11 名 1 名減 

3 歳児 14 名 4 名減 

4 歳児 10 名 2 名減 

5 歳児 12 名 同 

合計 58 名 3 名増 
 
③ 利用者数 1 日平均 45.8 名（前年度比 1.6 名増）  
 
④ 主な事業 

 ア 幼児英語保育 

4・5 歳児対象とした幼児英語教室を実施した。 

5 月～12 月 月 2 回 計 16 回 

 イ 食育 

地元の野菜を使用した給食の提供、及び子どもたち

自身が畑づくりを行い、収穫物を給食に提供した。 

ウ 湊町福祉施設訪問 

  施設利用者と交流を図った。 

エ 親子教室「食育」「リズムあそび」 

オ 体力づくり 

毎日の活動の中で、必ず体操や身体を動かす時間を

設け、体力向上に努めた。  

 カ かたりべの体験 

地域の方による方言を使った昔話を聞き、言葉に対

する興味関心を高めた。 

5 月～2 月 月 1 回 計 10 回 

 



 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 湊こどもクラ 

 ブ 

 

キ 地域交流 

湊みのりの大学に参加し、住民の方との交流を図った。 
 
⑤ 乳児家庭全戸訪問事業 

市受託事業として、湊地区における対象家庭を訪問

し、乳児や保護者の心身の状況や養育環境の把握と育児

に関する不安や悩みに対する傾聴・相談を受けるととも

に、早期支援につなげていく事業を行った。 

  訪問世帯数 5 世帯 
 

湊しらとり保育園や地域施設・団体との交流を図りなが

ら、労働等により昼間保護者が家庭にいない小学生に対

し、放課後における遊び及び生活の場を提供した。 
 
① 年間開所日数  286 日（前年度比同） 
 
② 登録児童数 

学年 児童数 前年度比 

1 年 4 名 2 名減 

2 年 7 名 同 

3 年 7 名 6 名増 

4 年 1 名 1 名増 

5 年 0 名 同 

6 年 0 名 同 

合計 19 名 5 名増 
 
③ 利用者数 1 日平均 9.9 名（前年度比 0.8 名増）  
 
④ 主な事業 

ア 地域交流 

土曜日や長期学校休業期間を利用し、住民の方との

交流会や湊しらとり保育園や公民館の行事へ参加した。 

イ タブレット端末の活用 

日々の活動の中で使用することで、ICT 機器の活用

方法を学んだ。 

ウ 屋外活動 

年 2 回、市内外の観光施設などを訪問し、集団行動

による社会性の向上を図った。 



 

６．老人福祉センター運営事業  

項目 結果 

 

 

 

 

 

⑴ 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 講座等開催状 

 況 

 

 高齢者の健康増進及び教養の向上を図り、レクリエーシ

ョンの場を提供とするとともに、わくわく学園やゆめ寺子

屋事業へ協力し、利用者確保に努めた。 

 

開館日数 297 日 前年度比 1 日増 

年間目標 延 22,600 名 目標達成率 95.2％ 

利用者数 

男 性 延 8,806 名 前年度比 115 名減 

女 性 延 12,713 名 前年度比 548 名減 

合 計 延 21,519 名 前年度比 663 名減 

１日平 均利 用者 数 72.5 名 前年度比 2.4 名減 

健康相談 延 2,111 名 前年度比 655 名増 

ヘルストロン利用 延 2,517 名 前年度比 903 名減 

 
 名称 回数 延人数 前年度比 

主

催

講

座 

籐 手 芸 15 回 313 名 10 名減 

手 芸 15 回 210 名 51 名減  

社 交 ダ ン ス 30 回 452 名 40 名減  

ﾊ ﾟ ｰ ﾃ ｨ ｰ ﾀ ﾞ ﾝ ｽ 15 回 181 名 89 名減  

華 道 29 回 378 名 22 名減  

スポーツ民踊 29 回 387 名 93 名減  

ち ぎ り 絵 15 回 239 名 16 名増  

書 道 45 回 496 名 126 名減  

水 墨 画 30 回 334 名 20 名減  

カラオケ教室 60 回 1,863 名 158 名減  

自

主

ク

ラ

ブ 

清 掃 6 回 144 名 3 名減 

卓 球 52 回 1,623 名 45 名減 

太 極 拳 35 回 391 名 178 名減 

創 作 舞 踊 23 回 161 名 13 名減 

細字・実用書 42 回 713 名 73 名減 

パ ソ コ ン 34 回 379 名 224 名減 

レク・ダンス 47 回 1,639 名 247 名減 

日 舞 39 回 164 名 10 名減 
 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ その他 

 

 名称 回数 延人数 前年度比 

自

主

ク

ラ

ブ 

折 り 紙 25 回 435 名 37 名増 

絵 手 紙 24 回 202 名 13 名増 

長生き（息） 

健 康 ヨ ガ 

5 回 90 名 ― 

 
 
① 行事・イベント 

行事名 開催日 参加者数 

みどりの日祝日開館 平成 29 年 5 月 4 日 27 名 

コミュニケーション

麻雀 

平成 29 年 6 月 27 日 15 名 

長生き（息）健康ヨガ 平成 29 年 7 月 14 日 

9 月 29 日 

68 名 

歌のボランティア 11 回 

（4 月を除く月一回） 

116 名 

カラオケ発表会 平成 29 年 8 月 30 日 207 名 

敬老の日無料開館 平成 29 年 9 月 18 日 75 名 

手作り雑貨 平成 29 年 10 月 20 日 9 名 

文化の日祝日開館 平成 29 年 11 月 3 日 52 名 

大正琴＆スポーツ民

踊の会 

平成 29 年 11 月 26 日 36 名 

健康講座「コミュニケ

ーション」 

平成 29 年 12 月 9 日 23 名 

希らら祭 

「作品展示会」 

 

「演芸会」 

 

平成 29 年 12 月 2 日 

3 日 

12 月 6 日 

出展数 

662 点 

出場 

23 組 

簡単パステルアート 平成 30 年 1 月 25 日 

3 月 22 日 

19 名 

豆まきカラオケ発表会 平成 30 年 2 月 3 日 133 名 

おたのしみ風呂（菖蒲・ミント・ゆず）の開催 

 

② 介護予防事業の実施（24 ページ参照） 



 

 

 

 

 

項目 結果 

  

③ ポイントカード事業とレクリエーションデーの実施 

ポイント２倍デーとレクリエーションを月１回行い、

継続利用促進と利用者同士・職員と交流し、楽しみなが

ら身体機能の向上を図った。 

 

④ 本会既存事業と連携 

ふれあい・いきいきサロンへ職員を派遣し、介護予防

と施設の周知を図った。（9 ページ参照） 

 

⑤ 施設周知活動 

冬期 3 ヶ月間、葵タクシーにチラシを配布・掲示し、

北会津保健センター「ふれあいの湯」とともに、利用者

確保に努めた。 

 

⑥ 他機関との連携 

介護予防周知を目的に、勤労青少年ホームと協力し、

若年層から始める健康運動講座を実施した。また、地域

包括支援センターとともに、サロン活動へ参加した。 

 

７．受託事業  

項目 結果 

 

⑴ ガイドヘルパ 

ー派遣事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者の課外活動への参加など、社会生活に必要な外

出時の移動支援を行った。 

契約者数 24 名 前年度比同 

延利用回数 373 回 前年度比 94 回減 

 

 

 

 

 



 

 

項目 結果 

 

⑵ 北会津保健セ 

ンター事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 会津若松市河 

東地域包括支援 

センター 

 

 

 

地域住民の保健・福祉増進を図るため、適正な管理運営

に努めた。また、のぼり旗の設置・近隣農園へのチラシ設

置や、フルーツ＆フラワーフェスティバルへの参加・出店、

老人福祉センターとともに、葵タクシーへチラシを配布・

掲示し「ふれあいの湯」の周知に努めた。 

開所日数 312 日 前年度比 2 日減 

年間目標 43,000 名 目標達成率 84.9% 

延利用者数 36,522 名 前年度比 2,914 名減 

１日平均 117.1 名 前年度比 8.5 名減 

 

地域住民の健康保持及び生活安定のために必要な助言

を行い、保健医療の向上と福祉の増進を包括的に支援し、

高齢者の虐待防止や認知症高齢者に対する事業を実施し

た。また、支援困難なケースについて関係機関やケアマネ

ジャー等と連携し支援した。 

相談対応 7,453 件 前年度比 1,390 件増 

介護支援専門員等指導 119 件 前年度比 52 件増 

介護支援専門員研修会

等開催 
15 回 前年度比 1 回減 

河東圏域包括ケア会議

等開催 

18 回 前年度比 9 回増 

内容 

包括ケア会議 4 回 

ミニケア会議 4 回 

個別ケア会議 10 回 

高齢者福祉相談員定例

会（河東）開催 
4 回 前年度比同 

介護予防

教室 

開催回数 13 回 前年度比 2 回減 

延参加者数 213 名 前年度比 65 名減 

家族介護

者交流事

業 

開催回数 3 回 前年度比同 

延参加者数 12 名 前年度比 7 名減 
 



 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 介護予防事業 

 

 

 

 

認知症サ

ポーター

養成講座 

開催回数 4 回 前年度比 3 回減 

延参加者数 72 名 前年度比 45 名減 

o r a H o 
（おらほー）  

体操 

クラブ 

開催回数 17 回 
12 月から集まりの 
場としてサロンを 
立ち上げ、活動を 
支援（いきいき百 
歳体操を実施） 

延参加者数 123 名 

 

介護予防ケアマネジメント事業（第 1 号介護予防支援 

事業）の実施 

本年度から介護予防・日常生活支援総合事業が開始さ

れ事業対象者・要支援 1・2 の方に対し適切な第 1 号訪

問事業・通所事業が提供されるよう相談支援を行った。 

年間目標 876 名 前年度比較なし 

延利用者数 909 名 目標達成率 103.8％ 

 

一次予防事業 

介護認定を受けていない高齢者へ、地域包括支援セン

ターと連携し、地域で継続して生活できるよう、介護予

防に関する運動や知識の普及・啓発を行った。 

北会津 
3 コース 24 回 前年度比同 

延参加者数 353 名 前年度比 57 名減 

河東 
3 コース 24 回 前年度比同 

延参加者数 393 名 前年度比 18 名増 

老人福祉 

センター 

5 コース 40 回 前年度比 8 回増 

延参加者数 689 名 前年度比 127 名増 

湊 
1 コース 8 回 前年度比同 

延参加者数 117 名 前年度比 4 名減 
 



 

 

 

 

項目 結果 

 

⑸ 会津若松市河 

東園芸ふれあい 

センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 介護保険要介 

 護要支援認定調 

 査 

 

 

 

 

介護予防の拠点として、高齢者等の健康増進と生きがい

づくりを支援し、園芸作業を通して保育所の園児との世代

間交流を行った。また、利用団体の交流会により親睦と連

携を図る機運が醸成された。 

 

① 園芸ふれあいセンター利用実績 

利用団体数 14 団体 前年度比 2 団体増 

利用日数 71 日 前年度比 6 日増 

延利用者数 861 名 前年度比 51 名減 

 

② 園芸ふれあいセンター交流会「茶
さ

輪会
わ か い

」の開催 

実施回数 2 日 ― 

延参加者数 42 名 ― 

 

要介護・要支援認定更新の申請者に対して調査を行った

が４月より認定有効期間が 2 年になったため、調査件数は

減少した。また、他県の調査は 2 件実施した。 

 

調査件数 111 件 前年度比 12 件減 

 

８．介護保険事業  

項目 結果 

 

⑴ 居宅介護支援 

 事業 

 

 

 

 

 

 

 

利用者である要介護者や家族の意向に沿った居宅サー

ビス計画を作成し、利用者が可能な限りその居宅におい

て、その有する能力に応じた自立した日常生活を営むこ

とができるよう支援した。 

年間目標 1,260 名 目標達成率 100.9％ 

延利用者数 1,272 名 前年度比 20 件増 

住宅改修支援 0 件 前年度比同 
 



 

項目 結果 

 

⑵ 介護予防支援 

事業 

 

 

 

 

⑶ 訪問介護サー 

 ビス事業 

 

 

 

 

⑷ 通所介護事業 

 

 

 

 

介護を予防するため、要支援 1・2 の方に適切な介護予

防給付のサービスが提供されるよう相談支援を行った。 

年間目標 324 名 目標達成率 105.6％ 

延利用者数 342 名 前年度比較なし 

住宅改修支援 4 件 前年度比同 

 

利用者が可能な限り居宅において、日常生活を営むこ

とができるよう、身体介護、生活援助のサービスを実施

した。また、緩和サービス資格取得研修会を 4 回実施し

非常勤ヘルパーの確保に努めた。 

延利用者数 1,358 名 前年度比 251 名増 

 

要介護状態等にある方々が、可能な限りその居宅にお

いて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むた

め、必要な日常生活上の世話および機能訓練を行い社会

参加の促進および家族の負担軽減が図れるよう支援し

た。また、北会津デイサービスセンターでは、利用待機

者に対応するため、定員を 25 名から 28 名に増員した。

両センターとも、利用者並びに利用希望者の状況を把握

し確保するため、各居宅介護支援事業所や地域包括支援

センターとの連携を図った。 
 
①   北会津デイサービスセンター 

開所日数 308 日 前年度比同 

年間目標 7,400 名 目標達成率 102.5% 

延利用者数 7,587 名 前年度比 251 名増 

稼働率 90.4％ 前年度比 2.2％減 

1 日平均 24.6 名 前年度比 0.7 名増 
 
② 北会津デイサービスセンター（緩和）（定員 15 名） 

開所日数 140 日 ― 

年間目標 1,900 名 目標達成率 83.6％ 

延利用者数 1,589 名 ― 

稼働率 75.7％ ― 

1 日平均 11.3 名 ― 
 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 認知症対応型 

共同生活介護事 

業（グループホ 

ームみなづる） 

 

 

 

 

 

⑹ 認知症対応型 

 通所介護事業 

（みなづるデイサ 

ービスセンター） 

 

 
③ 河東デイサービスセンター（定員 40 名） 

開所日数 309 日 前年度比同 

年間目標 11,700 名 目標達成率 96.4％ 

延利用者数 11,277 名 前年度比 384 名増 

稼働率 91.2％ 前年度比 3.1％増 

１日平均 36.5 名 前年度比 1.2 名増 
 
④ 河東デイサービスセンター（緩和）（定員 15 名） 

開所日数 150 日 ― 

年間目標 1,700 名 目標達成率 85.5％ 

延利用者数 1,453 名 ― 

稼働率 65％ ― 

１日平均 9.7 名 ― 

 

要介護状態であり、認知症状態にある高齢者に対し

て、共同生活住居において自立した日常生活を営めるよ

う援助を行うとともに、地域住民やボランティアとの交

流を図った。 

開所日数 365 日 前年度比同 

延利用者数 3,232 名 前年度比 33 名増 

稼働率 98.4％ 前年度比 1.3％増 

１日平均 8.8 名 前年度比 0.09 名増 

 

認知症状態にある高齢者に対して、共同生活居住にお

いて自立した日常生活を営めるよう援助を行い、家族の

介護負担軽減や地域との交流を図った。 

開所日数 244 日 前年度比 1 日増 

延利用者数 611 名 前年度比 112 名増 

稼働率 83.5％ 前年度比 14.5％増 

１日平均 2.5 名 前年度比 0.45 名増 
 



 

 

９．障がい福祉サービス事業  

項目 結果 

 

⑴ 居宅介護事業・ 

重度訪問介護事 

業 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 障害児通所支 

援事業 

 

 

 

 

自立した日常生活や社会生活が送れるよう身体介

護、家事援助の支援を行い、在宅生活の継続を援助し

た。 

 

① 居宅介護事業 

延利用者数 536 名 前年度比 1 名減 

 

②  重度訪問介護事業 

延利用者数 24 名 前年度比同 

 

会津通園訓練センターたんぽぽ園において、障がい

のある児童に対して、基本的動作の習得及び集団生活

が送れるよう、指導・訓練を行った。また、車イス利

用児のため、冬期間（1 月から 3 月まで）における車輌

を利用した送迎を行うなど、サービスの向上を図った。 

○ 午前：児童発達支援（乳幼児等） 

○ 午後：放課後等デイサービス（学童等） 

 

稼働率：午前・午後の 2 つの事業合算 10 名で計算。 

開所日数 244 日 前年度比 1 日増 

目標/日 

午前 1 名 目標達成率 50.8％ 

午後 9 名 目標達成率 92.4％ 

合計 10 名 目標達成率 88.3％ 

延利用人数 

午前 124 名 前年度比 27 名減 

午後 2,030 名 前年度比 6 名増 

合計 2,154 名 前年度比 21 名減 

稼働率 88.3％ ― 

1 日平均 
午前 0.5 名 前年度比 0.1 名減 

午後 8.3 名 前年度比同 

 

 



 

10．リスクマネジメントの推進  

項目 結果 

 

⑴ 福祉サービス 

苦情解決事業 

 

 

 本会が提供する福祉サービス（14 事業・施設）につい

ての要望や苦情に対して適切に対処するとともに、業務

の改善を図った。また、苦情解決委員に平成 28 年度下

半期及び平成 29 年度上半期の報告を行った。 
 
① 苦情解決委員 川島得詞委員（市民児協所属） 

小野修委員（市区長会所属） 
 
② 要望・苦情件数 9 件（前年度比 6 件減） 
 
③ 内容 

ア サービスの質や量 3 件 

・ 介護施設利用者への服薬忘れ（河東デイ）  

利用者家族より、利用時に服薬されていないと 

   いう訴え。服薬を見届けるよう職員全体へ指導し 

た。  

・ マスクの着用について（みなづるデイ）  

利用者家族より、送迎時のマスク着用を徹底し 

て欲しいという訴え。服装も含め、職員間で確認 

し対応するよう指導した。 

・ 送迎について（たんぽぽ園） 

利用者家族より、冬期間の利用方法について、 

困惑したという訴え。サービスの内容について整 

理していく。 

イ 説明・情報提供 3 件 

・ 連絡事項について（北会津デイ）  

利用者家族より、連絡帳に職員からの記入がな  

く利用状況を知りたいので記入してほしいとの  

訴え。記入し利用状況を伝えるよう、職員全体へ 

指導した。 

・ サービス利用の変更について（河東包括）  

利用者家族より、利用日だと思い準備していた  

が迎えに来なかったとの訴え。変更が生じた場合  

の連絡先と手段について、再確認し文書でも伝え  

るようにした。  



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 災害時非常時 

体制の整備 

 

 

・ 受診の連絡について（みなづる）  

利用者家族より、受診日についての連絡が遅い  

との訴え。職員間、家族への連絡手法について再  

確認するよう職員へ指導した。  

ウ その他 3 件 

・ 他の利用者について（ふれあいの湯）  

利用者より、同じ人が座った跡には、汚れが付  

いているので注意して欲しいという訴え。該当利  

用者とその家族に、体調に留意しつつ利用される  

よう伝えた。  

・ 除雪ボランティア事業について（ボランティ  

アセンター）  

区長より、事業内容と過去の実績について知り  

たいという訴え。事業内容の説明を行った。  

・ 他の利用者について（老人福祉センター）  

他の利用者より、入浴のマナーについて注意し  

て欲しいという訴え。施設内に注意喚起の張り紙  

の設置と、利用者への声かけを強化した。  

 

① 会津若松市総合防災訓練に参画し、「災害ボランテ

ィアセンター設置訓練」を行った。 

期 日 平成 29 年 8 月 20 日 

会 場 湊基幹集落センター 

 

② 職員及び利用者の防災意識の高揚と防災力の向上

を図るため、震災を想定した県下一斉に行われる平成

29 年度県下一斉安全確保行動訓練「シェイクアウトふ

くしま」に参加し、非常時の安全確保行動訓練を行っ

た。 

期  日 平成 30 年 2 月 16 日 

参加部署 12 部署 

延総参加者数（利用者含む） 147 名 

 

③ 各部署における避難訓練の実施 

  随時 



 

 

11．共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力  

項目 結果 

 

⑴ 赤い羽根 

共同募金運 

動への協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 歳末たすけ 

 あい募金運動 

への協力 

 

⑶ 災害義援金 

 募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標額  13,500,000 円 

実績額  13,050,691 円 

達成率  96.7％ 

種別 件数 実績額 前年度比 

戸別募金 3,494 件 7,342,389 円 238,319 円増 

法人大口募金 337 件 2,910,458 円 196,557 円減 

職域募金 579 件 805,131 円 194,922 円減 

学校募金 137 件 645,826 円 230,406 円減 

街頭募金 3 件 23,513 円 1,644 円減 

その他の募金 146 件 1,323,374 円 107,160 円増 

計 4,696 件 13,050,691 円  

 

目標額  5,350,000 円 

実績額  5,147,242 円 

達成率  96.2％ 

 

① 平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金 

  4 件 41,928 円 

 同 大分県豪雨災害義援金 2 件 10,915 円 

 同 秋田県大雨災害義援金 2 件 12,608 円 

 合計 8 件 65,451 円 

 

② 災害義援金の受付窓口として協力 

 ア 台風 18 号大分県災害義援金 

 イ 台風 21 号三重県災害義援金 

 ウ 和歌山県平成 29 年度台風 21 号災害義援金 
 



 

 

12．経営基盤の確立と労働管理事業の推進  

項目 結果 

 

⑴ 経営基盤の強 

 化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 職員の創意工 

夫の喚起と研修 

の充実 

 

 

① 「中期財政見通し」の作成 

3 ヶ年を期間とし、計画的な財政運営を図った。 

 

② 積立金への計画的な積立 

施設整備積立金   13,004,223 円 

事業安定資金積立金 11,002,449 円 

   

③ 職員定員管理計画の進行管理 

 進行管理を行うとともに、臨時職員の処遇改善を図

った。 

 ア 平成 30 年度新規正職員採用試験を実施したが、 

採用無し。 

イ 正職員定期昇給抑制を継続した。 

ウ 臨時職員の基本給の増額等を行い処遇改善を図

った。 

 

④ 人事評価制度の研究 

  職員の処遇も含めて研究した。 

 

⑤ （仮称）ジョブチャレンジモデル事業の実施 

たんぽぽ園において障がい者１名を雇用した。 

 

① 研修会への参加 

外部研修会等へ参加し、資質向上に努めた。 

 

② 職員研修の実施 

職員の意識改革と組織活力の醸成に努めることを

目的に開催した。 

  係長以上職による管理職研修 3 回 

  一般職員          2 回 

 



 

 

 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

⑶ 職場環境の整 

 備 

 

 

③ 自主研修支援制度 

  申請件数 1 件 

  認定件数 1 件 

  交付金額 28,000 円 

 

① 安全衛生委員会開催、安全衛生通信の発行 7 回 

 

② 事業所内の巡視・清掃          1 回 

 

③ 健康診断の実施             1 回 

 

④ 事業所内予防接種（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ）の実施   1 回 

 

⑤ ストレスチェックの実施         1 回 

 

13．広報、啓発事業  

項目 結果 

 

⑴ 広報の充実と 

情報発信力の強 

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会を開催し、誌面などの充実を図り、情報発信

と公開に努めた。 

 

① 社協だよりの発行（53,000 部） 

№164 6 月 1 日号 

№165 8 月 1 日号 

№166 11 月 1 日号 

№167 2 月 1 日号 

 

② 桜河苑だよりの発行（2,800 部） 

№47 6 月 1 日号 

№48 10 月 1 日号 
 



 

 

項目 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 情報開示の推 

 進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 第 32 回会津若 

松市社会福祉大 

会の開催 

 

③ ホームページの活用（随時更新） 

ア 新着情報掲載件数  156 件 

イ アクセス数     51,883 件 

ウ 1 日平均アクセス数 142 件（前年度比 57 件増） 

 

④ フェイスブックの活用（随時更新） 

  投稿件数 98 件 

 

ホームページや「財務諸表等開示システム」にて公

表した。 

ア 事業計画書     公表済 

イ 収支予算書     公表済 

ウ 現況報告書     公表済（システム） 

エ 事業報告書     公表済 

オ 収支決算書     公表済 

カ 定員管理計画    公表済 

キ 中期財政見通し   公表済 

ク 地域福祉活動計画  公表済 

 

 民生委員制度創設 100 周年記念事業と合同で記念講

演を行い、福祉活動功労者の表彰と地域福祉活動の広

報・理解促進を図った。 

期 日 平成 29 年 10 月 6 日 

会 場 会津若松市文化センター 

記念講演 「笑顔の行方～心の絆を感じて」 

講 師 菅原 美智子 氏 

受 賞 者 計 255 件 

 大会会長表彰 78 名・32 団体 

 大会会長感謝 53 名・92 団体 
 



 

 

14．社会福祉事業施設団体職員の共済事業  

項目 結果 

 

⑴ 会津若松市社 

会福祉施設団体 

職員共済事業の 

実施 

 

市内福祉施設に勤務する職員の福利厚生の充実を図

った。 

 

① 加入状況 

18 施設 1 団体 512 名（前年度比 5 名増） 

 

② 給付の状況 

ア 退職給付金  43 名 92,585,358 円 

イ 結婚祝い金   9 名    63,000 円 

ウ 出産祝い金  19 名    57,000 円 

エ 弔慰金     1 名    10,000 円 

オ 傷病見舞金   1 名     3,000 円 

 

③ 融資状況    1 名  2,000,000 円 

 


